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(1) 供試管外形 1.5mm，内径 1.1mm に対するプラグ先端長さは bp=0.5mm が最も加工可能領域
が広く，安定した加工が望める． 
(2) 摩擦係数が大きい場合は，ダイス半角 θd，プラグ半角 θpの組み合わせを大きくすれば良い． 
(3) ダイス半角 θdはプラグ半角に 2°を加えた θp+2°が適正である． 
 
